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電総研 近 藤 淳
飯 田 氏 へ 岨
(1980年 7月 28日受理 )
§1.序
飯田理論 (物性研究 31巻87頁 )が熱力学の第二法則に違反することを証明した私の論文(物
性研究 31巻 71頁 )に対し,飯田氏が反論を試みておられるが(同32巻 14頁 ),殆んどが早






















が)2(r)+8)2(r)に変化 したとする｡これに伴 うC2のエントロピー変化を ∂S2とする｡

































§3. Missvan Leeuwen の定理の証明
次に熱平衡状態について論 じ, MissvanLeeuwenの定理を導いてみよう｡ 前節 と同一の系
を考えるがC1についてもう少 し詳 しく考察 しよう｡ C1はエントロピーのない系とした方が便






び C2の電流 ノ2(γ)は磁場を作るoその磁場のエネルギーを札 とする′-これはノ2(γ)の汎関
数である｡ (UmはC1の速さにもよるが,これは一定であるから無視する )最後にC2中の電
子の運動エネルギーは,重心運動のエネルギーと,重心に相対的な運動のエネルギーとに分け
て考えるo 今,微小体積 dVを考えその場所の ドリフ ト速度を vD(r)とすると,重心運動のエ
ネルギーは(1/2)JTn(r)7nu,(r)2dVであって,これをU2k｡と書 く｡ これはj2(r)-en(r)V,(r)
の汎関数である｡ 重心に相対的な運動のエネルギーは結局静止 した電子ガスの内部エネルギー
ということであり,これはエントロピーの関数 とみることが出来, 〃D には依存 しない｡これを
U2kT(S2)と書 く｡ 飯田氏はU2kTが vDに依存すると主張され, それが本質的なのだといわ
れる｡しかしなぜ相対運動のエネルギーが重心速度に依存するのか理解できない し,U2kT が


















































8)2(r)が生 じたとするO発生 した電磁波はClに対 して仕事をし,W lを ∂Wlだけ変化させ,
黒体壁にURのエネルギーを与えて SBを∂sBだけ変化させる｡8j2(r)に伴 うS2の変化を∂S2
とする,j このようにして到達 した状態をBとする｡ AとBの差を6と表わすことにすると,エ
ネルギーが保存するから∂U-0である｡ 従って(5)から
TS(S2+SB)+6(U2kD+Um+肝1)-0 (7)
Aが熱平衡状態であれば S2+SB は極大であり,従って U2kD十Um+Wlが極小でなければな
らぬ｡
6(U2kD+Um+Wl)-0 (8)















いつでも取戻すことが出来る. 実際,揺動 ∂)2に対して ∂Wlが生じたのなら,-♂)2に対して











第二法則に違反することを示 してある｡ 従って飯田さんにお願いしますが, §2.のどこが誤っ
ているかを明確に指適して下さい｡ その際必ず理由をのべて下さい｡飯田さんは当り前と思っ
ても, ∂U2kT- T∂S2のように飯田氏の思い違いということもありますから,大学院程度のこ
とでも,一応のべて下さい｡もしそうされない場合には,やはり降参なさったものと考えます
よ｡
附記 :
この論文の原稿を飯田氏にお見せした所,飯田氏より電話があって2,3のやりとりがあった｡
その結果もう少し追加した方がよいと思われることがあるのでその一部を附記とし,更に ｢飯
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田氏- 1V｣に詳しくのべる｡
飯田氏は回転する輪7)速度を一定に保つ装置がお気にいらないようであったOそのような装
置はつくれないというのである｡ 私はそうは思わないが,もしそれが気になるなら輪の質量〟
が十分大きいとすればよい｡そうすれば回転が減衰するのに十分長い時間がかかり,電子系が
熱平衡に達するのに要する時間が十分短いとすれば,その時間の程度で電子系の熱平衡を論ず
ることが出来る｡この場合wlは輪の回転の運動エネルギーとする. 電磁波が)1になした仕事
はWlの変化になる()このとき輪の速度もごくわずか変化するが,Mが十分大きいとすればその
変化も十分小さくそれを無視することが出来る｡ もう少し詳しくいうと,すべての量を〟一1で展
開し,そのleadingtermをとれば本文の議論はそのま 成ヽ立っ ｡
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